令和３年度　第１回
長岡市寺泊水族博物館協議会次第

日時：令和３年７月12日（月）午後３時00分から

場所：長岡市寺泊文化センター「はまなす」３階大研修室
１．開　　　会

２．教育部長挨拶

３．議　　　題
　　（１）令和３年度事業実施計画・状況について
　　（２）水族博物館整備事業の計画（概要）について
　　（３）その他
４．閉　　　会
　提出資料
· 令和２年度 事業実施状況

· 観覧者数及び観覧料収入の推移
· 中学生以下無料キャンペーン実施結果
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議題１ 
令和３年度事業実施計画・状況について

１　事業概要
寺泊水族博物館は、長岡市内における新型コロナウイルス感染拡大により、県の「特別警報」の発令及び市独自の「緊急警戒情報」の発出に伴い、令和３年５月17日から６月14日まで臨時休館した。再開後は、館内の消毒・換気やアルコール消毒液の設置等、感染予防対策に努めながら、運営を行っている。
そのため、令和３年度の熱中！感動！夢づくり教育推進事業、体験展示・企画展示、普及活動や催しの一部（春季～夏季）について中止する。また、職場体験・博物館実習生等の受入も当面の間、中止する。
２　新型コロナウイルス感染予防対策
　　・手指消毒用アルコールの設置
　　　入口をはじめ各階にそれぞれ設置する。
　　・館内の消毒
　　　アルコールや次亜塩素酸ナトリウム（0.05％に希釈）を使用し、トイレの扉、ドアノブ、便座、蛇口、手すり、エレベーターのボタン等の消毒を実施する（１日３回）。
　　・換気
　　　１階から４階の出入り口、非常口、排煙窓等13か所を開放する。
　　・密集を避けるため、ダイバーの餌づけショー、テッポウウオの射撃ショー、一部イベントを当面の間、中止。ダイバーの餌づけショーは、平日に限り、１日２回実施する。
　　・職員の感染症予防対策
　　　マスクの着用、こまめな手洗い、飼育室等の消毒、掃除の徹底を図る。
　　・来館者対し、感染予防のための協力のお願いを掲示（入口及びホームページ）
　　・繁忙期における混雑（密集）回避対策
　　　夏季等の繁忙期における館内の混雑（密集）を避けるため、対策を検討、実施する。
　　・館内トイレ手洗いの自動水栓化
　　・ＡＩ体温感知カメラの誤作動防止及び体温の再測定を迅速に行うため、事務室の隣に券売窓口を移設
３　誘客宣伝事業

　　・特別展示や新しい展示、催し等の都度、マスメディアへ向けた情報発信、情報提供を積極的に行い、話題あふれる活動、事業を展開する。

　　・リピーター増加対策として、「観覧料割引券付きレシートによる割引」を本年度も引き続き実施する。昨年度、割引券付きレシートを利用した観覧者数は合計で903人で、増加傾向にある。さらに、リピーター増加対策を強化するため、レシート割引と併せてスタンプカードを導入する。
　　・冬期間の「中学生以下観覧料無料キャンペーン」を継続して実施する。（令和４年１月９日～２月28日）
４　活動事業

（1） 熱中！感動！夢づくり教育推進事業

1 「親子わくわく魚ランド」の実施
　※新型コロナウイルス感染予防のため夏季は中止とする。秋季は未定。

水族博物館の舞台裏の見学やミズダコやピラニアなどの飼育生物の餌作り、餌やり体験をとおして、水族館の仕組みや水生生物の行動などを観察する。
・夏　季：令和３年７月２０日～８月１７日までの毎週火曜日　（６回）

・秋　季：令和３年９月５日～１１月２８日までの毎週日曜日　（６回）　
2 「移動水族博物館」の実施
　※新型コロナウイルス感染予防のため春季は中止とした。秋季は実施予定。
　　　　水生生物の飼育体験をとおし、生物の生態等を観察することで、生物に対する興味や接し方、観察力の育成を図ることを目的に実施する。

　　　　年間２校（春季、秋季に１校ずつ）の市内小学校での実施予定。
3 「バスで水族館ドキドキ体験」の実施

　　　　児童に水族博物館の見学や体験をとおして、自然、水生生物への興味や理解を深めるとともに豊かな心を育む機会を増やしてもらうため、市（寺泊支所）所有のマイクロバスで小学校と水族博物館の間を送迎する。
体験プログラムを用意するとともに、質問タイム等、小学校の希望を取り入れながら実施する。

　　　　寺泊支所における事業への影響及び所属の運転手の負担を軽減するため、本年度も週２回の実施とするが、学校側でバスを用意する場合は、受け入れる。
　　　
	学校名
	実　施　日
	学　年
	人　数

	新組小学校
	６月〇３日
	１年
	１４人

	神田小学校
	６月〇８日
	１年
	２３人

	信条小学校
	６月１０日
	３・４・５年
	１８人

	柿小学校
	６月１５日
	２年
	１５人

	東谷小学校
	６月１５日
	１・２年
	２０人

	柿小学校
	６月１７日
	１年
	１８人

	信条小学校
	６月２２日
	１・２年
	１６人

	上通小学校
	６月２４日
	１年
	１５人

	中之島中央小学校
	７月〇５日
	２年
	５８人

	新町小学校
	７月〇６日
	２年
	２６人

	新町小学校
	７月〇８日
	２年
	２７人

	日吉小学校
	７月１５日
	１・２年
	１３人

	栃尾南小学校
	７月２０日
	１年
	２２人

	浦瀬小学校
	９月〇９日
	１・２年
	２８人

	石坂小学校
	９月１４日
	１・２年
	〇８人

	上通小学校
	９月１７日
	特別支援
	〇８人

	深沢小学校
	９月２１日
	１・２年
	１１人


　　　計　延べ１７校　３４０人（６月末日受付分まで）
（2） 体験展示・企画展の開催

1 体験展示
　※新型コロナウイルス感染予防のため中止とする。
タイトル：魚のお医者さん・ガラルファ(ドクターフィッシュ）で足湯体験

　期　　間：令和３年７月３日(土)～９月２６日(日)

内　　容：　多くの方に話題を提供し、水生生物に対する興味や関心を深め、水生生物との触れあいを目的に、水槽に手を入れると皮ふの角質を食べてくれる魚・ガラルファにスポットを当て、水深の浅い大型水槽で足湯をするとガラルファが吸い付いて、肌をきれいにしてくれる体験型の特別展示を実施する。体験をとおしてガラルファの生態の不思議さに関心を深めてもらう。昨年度も大変好評だったことから本年度も実施する。
　　　　　・展示魚類：ガラルファ800尾

場　　所：２階タッチプール
2 企画展（特別展示）
・「寺泊水族館９０年のあゆみ」

期　　間：令和３年８月上旬～１０月末（予定）

内　　容：　昭和６年（1931年）８月２１日に初代寺泊水族館が開館してから、令和３年で創設９０周年を迎える。初代水族館が長岡市で開催された上越線開通記念博覧会の第二会場として設置されたことや現在の寺泊水族博物館が３代目ということはあまり知られていないため、これを機に親子三代で思い出を語り合えるよう、当時の写真を中心に、市民から募集する水族館にまつわるエピソードなどのパネル展示を行う。また、初代水族館開館記念日である８月２１日（土）には先着で記念品のプレゼントを実施する（予定）。
場　　所：１階 回遊水槽前

・クリスマスや正月など季節、行事にあった企画展示を行い、情報発信に努める。　

（3） 普及活動・催しの実施

1 水生生物探索会

　　　　　　　　　　  長岡市の自然環境の中で生息している水生生物の探索体験や水辺の環境観察などをとおして、親子に水生生物、自然環境への関心、理解を深めてもらう。

　　　　　　　　　 　・タツノオトシゴを探そう！日本海体験

令和３年７月２５日(日)、８月１日(日)・８日(日)・２２日(日)
　　　　　　　　　 　・ビーチコーミング・日本海体験

令和３年１０月２４日(日)、１１月７日(日)・２１日(日)
計７回実施予定（本年度は募集人数を縮小して実施予定）
2 動物ふれあい教室

・サメにどきどきタッチ(ガイドツアー)
※新型コロナウイルス感染予防のため中止とした。
　　   　水族博物館で飼育している小型のサメに触れてもらい、サメ肌の体験などをとおしてサメの繁殖、生態についてわかりやすく解説する。

　　 　令和３年４月１７日（土）～６月２０日（日）までの毎週土・日及び祝日（２４回実施）

　　 ・ケヅメリクガメと遊ぼう

水族博物館の屋外で体重20kg、甲長60cmのケヅメリクガメにクローバーなどの給餌体験やカメについてのクイズに挑戦してもらい、ウミガメ、リクガメ、淡水性のカメについてわかりやすく解説する。

　　 　令和３年７月１０日（土）～９月２６日（日）までの毎週土・日及び祝日（28回実施予定）

3 ダイバーによる餌付けショー
　※新型コロナウイルス感染予防のため、当面の間、平日のみ２回実施。
毎日４回実施している餌付けショ－について、観覧者にさらに喜んでもらえるように、餌のやり方を変えてみるなど、観覧者の反応を見ながらショーの内容が魅力的となるよう努める。また、クリスマスシーズンには恒例のサンタダイバーを実施する。

4 スポット解説

　　　　積極的に係員が来館者に声かけを行い、希望者に飼育生物の解説を10分程度行う。
5 出張展示・講話の協力

各支所の産業祭り等や保育園、小学校の依頼により、タッチプール、リクガメ等の出張展示や水生生物の講話に協力する。
　　　出張展示予定
　　　・６月２３日（水）　  　寺泊小学校：ふるさと学習「寺泊の未来がよりよくあるために」

　　　　　　　　　　　 　　 　講師派遣

　　　・７月１８日（日）　　　杜々の森名水公園池：生物調査講師派遣
　　　・８月　９日 (月)　　　 寺泊地域図書館：ミニタッチプール
　　　

6 大人限定水族博物館バックヤードツアー
　※新型コロナウイルス感染予防のため、当面の間中止。
大人を対象にした水族博物館バックヤードツアーで、水族館の仕組みや活動を紹介したり、水生生物の生態、日本海の生物、環境問題等を解説と体験をとおして、長岡の自然や生物についての理解や興味を深めてもらうことを目的として実施する。

　　　令和３年４月から毎月第三日曜日（８月を除く、１１回実施予定）

（４）調査研究活動

　　・ホトケドジョウ生息調査（長岡市内　７月）
　　・モリアオガエル生息調査（長岡市内　６月）

　　・漂着生物調査（寺泊の各海岸　周年）

（５）職場体験・総合学習等の受入れ

　　　※新型コロナウイルス感染予防のため、当面の間受け入れ中止。
（６）博物館実習生・学外実習生の受入れ

　　　※新型コロナウイルス感染予防のため、当面の間受け入れ中止。
（７）裏方探検及び魚に関する相談

　　　※裏方探検は新型コロナウイルス感染予防のため、当面の間受け入れない。魚に関する相談は逐次対応する。
（８）水族博物館の新しい取り組み
　　①　水族博物館オリジナルグッズの製作と頒布

　　　　現在、３階にある売店（西山製菓）の開店日数は年間約150日と1年の半分ほどしかなく、また、来館者からオリジナルグッズ販売の希望が寄せられているため、水族博物館の新しい魅力の創出、歳入確保の観点から、移設した券売窓口にオリジナルグッズの展示と販売を今年度から始める。（ハンカチ、ミニトートバック、エコバック、マグネット、ふせん、クリアファイル、ペーパークラフトを販売中）

　　②　スタンプカードの導入
　　　　リピーターの獲得策として、レシート割引に加え、スタンプカードを導入し、入館スタンプを集めると記念品や餌やり体験などの特典を提供し、リピーターの確保に努める。

　　③　水族博物館ホームページのリニューアル
　　　　水族博物館ホームページは平成15年に開設したもので、見にくく、スマートフォンにも対応しておらず、時代遅れとなっていることから、新型コロナウイルスの感染拡大の影響から館内の混雑状況の動画配信や水族博物館の基本情報・利用案内などの多言語化、ＳＮＳの活用など時代に合った魅力あるホームページとなるようにリニューアルを計画している。
５　入館状況
　　　長岡市内の新型コロナウイルス感染拡大により、県独自の「特別警報」の発令及び市独自の「緊急警戒情報」の発出に伴い、令和３年５月１７日～６月１４日まで臨時休館したものの、年度当初からゴールデンウィーク期間後までに臨時休館した昨年度より現時点では多く推移している。令和３年度６月末時点での入館状況は、総入館者数が17,053人で、対前年比171.7％、7,123人増加している。再開後の入館者数は例年並みである。

議題２ 
水族博物館整備事業の計画（概要）について

　

１　水族博物館整備事業の実施状況と計画について

（１）令和２年度実施状況

　　　・海水寒帯展示水槽密閉式ろ過機改修工事（11月～３月）

　　　・館内トイレ洋式化改修工事（４月）
　　　・飼育用循環式大型クーラー更新工事（５月）
　　　・飼育用チラーユニット修繕（８月）
　　　・展示水槽照明修繕（８月）
　　　・券売窓口移設工事（２月～３月）

　　　・館内トイレ手洗い自動水栓化工事（10月）
　　（２）令和３年度実施計画
　　　　　・ペデストリアンデッキキャノピー塗装修繕
　　　　　・熱源自動制御設備修繕

　　　　　・大回遊水槽循環ポンプ更新工事

　　　　　・リクガメ飼育展示設備整備
（３）今後の水族博物館改修・整備等の計画

・今後の建物、機械設備の改修、整備については必要に応じ計画的に進める。ただし、整備にかかる費用は必要最低限度とする。

・今後の方向性については、水族博物館協議会のこれまでの意見も踏まえ、水族博物館基本構想・計画の策定に向けて検討作業を進める。
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